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本研究の背景は、インターネットの普及に伴う EC
市場の発展の一方で、地域経済や地域の魅力を担う商店
街が衰退しつつあるという現実認識のもと、仮想と現実
を結び付ける仕組みを仮想空間上で実現し、これら両空
間を連動させることで現実の地域（街区）に人の賑わい
を取り戻せないだろうか、という問題意識にある。そこ
で次の研究を行うことを目的とした。
①3次元立体化技術を応用した地域情報プラットフォーム
（以下、i−vacs［interactive, visualized, areal community
service：アイバックス］という）の構築

② i−vacs上における双方向型コミュニティ・サービスの
提供

本研究は、札幌狸小路商店街の全面的な協力を受け、
研究代表者である近藤公彦が統括、芝香氏がコンセプト・
技術開発、花田滋雄氏が事業計画書の作成、岩間久和氏
がトータルアドバイザー、そして学部近藤ゼミナール学
生が狸小路の街区作成と取材・営業・広報、という明確
な役割分担と相互の調整のもとで進行した。具体的には、
①写真撮影した建物・街区写真を3次元化技術を用いて
立体化し、現実の街並みを仮想空間上に再現する地域情
報プラットフォーム i−vacsを構築し、②サービス公開に
向けてその事業モデルの開発を目指した。
①の開発プロセスは以下の通りである。
・各店舗を写真撮影し、それらを SketchUp1で3次元
立体モデル化

・それら3次元立体モデルをつなぎ合わせて、狸小路
商店街全体の街区完成

・狸小路及び店舗に関わる情報を収集・蓄積
・情報交換・提供の方法（リコメンデーション・メソッ
ド）の開発

・情報交換・提供を実現するためのシステム開発
②では、共同研究者である本学専門職大学院（ビジネ

ススクール）の花田滋雄氏に「i−vacsの事業計画書」の作
成を依頼し、この事業のビジネスプランニングを行った。

この計画書により、本事業の収益モデルが確立され、組
織体制とともに i−vacsの事業継続性の基礎が固められ
た。

本研究における成果は、Webサイト上での i−vacs
プラットフォームの β 版完成とそのプラットフォーム
上で展開するサービスなどを中心としたより具体的な
ビジネスモデルを構築できたことにある。

i−vacsプラットフォームは、狸小路200店舗中約100
店舗に関わる店舗情報、動画配信、クーポン券の提供な
どを実現する情報提供サイトを構築した。
また、プラットフォーム構築にあたり Google

Sketchupを用いた狸小路商店街の1丁目から6丁目まで
の街区を3D化することに成功し、Google Earth上で表
示させることに成功した。
なお、動作速度の問題や特別なプラグインソフトをイ

ンストールしなければならないといった課題を踏まえ
て、狸小路へと訪れるユーザーを増やすという目的を実
現するためには、3D仮想空間の提供だけでなく、誰で
もが容易にアクセス可能な写真画像を360度回転させる
ことができる情報サイトとを共存させながら開発を進
めていくこととなった。
以下のイメージが今回の研究で作成した i−vacsプラッ

トフォームサイト β 版のトップページである。

i−vacs URL http : //www.i−vacs.com

1 Google社が提供する3次元モデル作成ソフト
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今後の展望

二つ目の成果は、具体的なサービスなど今後の展開に
必要となるビジネスモデルの構築である。

ここでは i−vacsの主たるターゲット顧客として大き
く仮想空間参加店舗（商店街）、ウェブ利用ユーザー、メ
ディアマーケティング企業の3つを想定している。仮想
空間参加店舗は個店レベルで店舗情報とクーポン券を
i−vacs上で提供し、ウェブ利用ユーザーからの口コミ情
報を収集する。ウェブ利用ユーザーは i−vacsから店舗情
報を収集し、興味のある店舗のクーポン券等を受け取る
一方、口コミ情報として i−vacsに店舗に関するコメント・
評価を提供する。またメディアマーケティング利用企業
は i−vacsにネット広告や顧客リサーチを依頼するとと
もに、i−vacsはユーザーから得られた口コミ情報を提供
する。こうしてリアルとネットを双方向的に連動させる
ことにより、仮想空間から現実空間に人を誘導し、街に
賑わいを取り戻し、実際店舗での売り上げ増加という地
域活性化に貢献することができる。
また i−vacsの事業コンセプトは地域活性化を基軸と

した官公庁の各種の補助金、助成金制度に合致するもの
であり、初期の起業時の資金的制約を克服するためにこ
れを活用する。

i−vacsプロジェクトの事業コンセプト、事業モデルは
多方面で注目されている。プロジェクトメンバーが検討
した事業モデルをまとめて代表メンバーが応募した「キャ
ンパスベンチャーグランプリ北海道」（日刊工業新聞社
主催）では最優秀賞を受賞し、北海道代表として全国大
会出場（東京グランドバレスホテルにて3月5日開催）を
果たすことができた。また3月18日付の日本経済新聞社

北海道版において、その活動が大きく取り上げられたこ
とも記しておきたい。

今年度の研究では、主により多くのユーザーが情報を
参照するWeb上のみでのシステム構築を中心として研
究を行った。その上で検討を進めた中で、自宅などのイ
ンターネット接続環境から狸小路などの商店街へと誘
導する仕組みは今回の研究である程度は対応できるも
のの、実際に商店街など現実空間のフィールドに出てい
るユーザーを巻き込んでのプラットフォームを構築す
るまでには至らなかった。
本来、商店街などの活性化を考えた場合に仮想空間の

なかでいくら魅力的な情報配信ができたとしても、現実
空間が魅力に欠けるものであっては最終的な目標とも
いえる地域活性化に貢献することは難しい。
このような問題意識を踏まえて、モバイル端末を用い

て、双方向的でかつ冗長性のある情報をより自然な形で
現実空間に滞在するユーザーに提供する仕組みを構築
することが、次なる研究課題であることが明らかになっ
た。
技術的な展望も含めて今年度の研究のなかでリサー

チしたなかでは、Apple社が提供している iPhoneや ipod
Touchをモバイルプラットフォームとして、さまざまな
現実空間のイベント（宝探しイベントなどの参加型コン
テンツやポイントシステムなどのロイヤリティプログ
ラムなど）を組み合わせた展開を視野に入れつつ、今後
の研究を続けていく予定である。
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